
   

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

須山ビアンカカミルさん 

 レシテーションの部  優秀賞 受賞！ 

 

 

 

 

～モア先生感想～ 

Suyama Bianca Camilk started practicing for this speech contest with me only 

one month in advance. The goal is to remember a speech about 300 words long 

and be able to present it using emotion, facial expression, and body language. 

It was very difficult. We practiced almost every day after school. In the end, 

the hard work paid off; She got 2nd place out of seven people. 

･･･････････････････････････････････ 

須山ビアンカカミルさんは、1 か月前からこのスピーチの練習をはじめました。

スピーチの目標は、約 300 字の長い文章を覚え、身ぶり、手ぶりや顔の表情など

すべての表現力を使って聞いている人を感動させる発表をすることです。それは

とても難しいことでしたが、私たちは放課後毎日一生懸命練習しました。その甲

斐あって、出場者 7 名中 2 位の好成績を収めることができました。 

緊張しましたが、練習の成果を会場の皆

さんに伝えることができたと思います。

またチャレンジしたいです。ご指導いた

だいたモア先生有り難うございました。 


